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◼️著者略歴◼　奥田知志（おくだ・ともし）
1963年、滋賀県大津市生まれ。認定NPO法人抱樸理事長、東八幡キリスト教会の牧師を務める。関西学院大学神学部に入学後、大阪の釜ヶ崎に通
うようになる。以来、ホームレスや困窮者の支援に携わる。その後、西南学院大学神学部専攻科を卒業、九州大学大学院博士課程後期単位を取得。
1988年 12月から北九州市でホームレス支援をスタートし、現在は子どもから大人まで包括的な支援を行う。主な著書は『もう、一人にさせない』（いの
ちのことば社）、『「逃げ遅れた」伴走者―分断された社会で人とつながる』（本の種出版社）、「助けてと言える国へ」（共著・集英社新書）など。NHK
のドキュメンタリー番組「プロフェッショナル仕事の流儀」にも2度取り上げられ、広範囲に活動を広げている。
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わたしがいる
あなたがいる
なんとかなる
「希望のまち」のつくりかた

「生きる意味のない『いのち』なんて、あってたまるもんか」

「希望のまち」プロジェクトとは

昨年12月に終えたクラウドファンディングで、支援者数
約5300人、総額約１億１千万を達成した。

特定危険指定暴力団の工藤会本部跡地（北九州市）に建設
する複合型社会福祉施設。地域住民や企業、NPOなどが共
に創る「地域再生の新モデル」の構築を目指す。一般の人を
はじめ、全国のNPOや官公庁、メディアが注目している。

北九州市で生活困窮者を支援するNPO法人抱樸（ほうぼく）。1988年から活動をはじめ、現在は居住や就業、子ども・家庭、
障害福祉支援など 29の事業を展開する。本書では著者が出会った路上に生きる人や生きづらさに苦しむ人とのエピ
ソード、新型コロナを経て現場で感じる社会の変化などを綴る。単身世帯が増え、孤立が深まる中で自己責任論が蔓延、
誰もが苦難に陥る可能性が高まっている。このような状況の中、2026年秋、三十数年の活動の集大成ともいえるプロジェ
クト「希望のまち」が完成。この “まち” はどんな人も一人にしない “なんちゃって家族” になれる場所だ。分断と格
差が広がり、偏見と差別が交じり合う社会に一石を投じる試みが始まる。抱樸が理想とする「希望のまち」が生まれ
るまでの歩みと、未来への提言が満載。北九州市長の武内和久さんと小説家の町田そのこさんとの鼎談も収録。


